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　市川市議会では、年４回の各定例会で、会派（結成には３人以上の議員が必要）ごとに市長提出議案等その

他市政全般について問う代表質問を行います。６・９・12月定例会における各会派の発言時間は、原則３日間

の総会議時間を、会派数及び会派の所属人数に応じて割り振って決定します。質問は総括質問者が行う他、補

足質問者を立てることができます。ここでは、各会派が指定した項目の質問・答弁を要約して掲載しました。

※12月定例会の代表質問は 11月 21日に通告を締め切り、11月 28日から３日間の日程で行いました。

※各会派の名称及び所属議員は、代表質問実施時点のものとしています。

令
和
７
年
11
月
に
市
川
市
教
育

振
興
大
綱
具
体
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
他
市
に

は
な
い
本
市
独
自
の
取
り
組
み

で
あ
る
反
面
、
市
長
が
教
育
内

容
に
過
度
に
介
入
し
て
い
る
と

の
印
象
も
受
け
る
が
、
本
市
に

必
要
と
考
え
た
理
由
を
問
う
。

ま
た
、
具
体
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

示
さ
れ
た
将
来
像
に
は
、『
～

市
川
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
～

「
言
葉
の
力
で
未
来
を
拓
く
市

川
の
教
育
」』
と
い
う
表
現
を

掲
げ
て
い
る
。「
ロ
ゴ
ス
」
と

い
う
言
葉
は
な
じ
み
が
薄
い
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由

で
こ
の
言
葉
を
用
い
た
の
か
。

答　
市
川
市
教
育
振
興
大
綱
の

推
進
を
実
行
力
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
取
り
組
み
期

間
を
明
示
し
た
上
で
具
体
的
か

つ
明
確
な
方
針
及
び
そ
れ
を
具

現
化
す
る
取
り
組
み
を
セ
ッ
ト

と
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
市

長
が
具
体
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策

定
し
た
こ
と
で
、
よ
り
市
政
と

連
携
し
た
教
育
施
策
に
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
の
教
育
に
つ

い
て
文
部
科
学
省
出
身
の
教
育

長
と
様
々
な
話
し
合
い
を
重
ね

て
き
た
中
で
、
本
市
の
小
学
校
、

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
文

章
を
読
み
解
く
力
、
読
解
力
に

課
題
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き

た
。
そ
こ
で
、
読
解
力
、
言
葉

を
読
み
取
る
力
、
文
章
を
作
る

力
、
更
に
は
、
行
間
も
感
じ
取

れ
る
感
性
の
豊
か
さ
を
、
本
市

で
義
務
教
育
を
受
け
て
成
長
す

る
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

言
葉
あ
る
い
は
理
論
と
い
う
意

味
の
あ
る
「
ロ
ゴ
ス
」
と
い
う

言
葉
を
使
う
こ
と
と
し
た
。

問　
市
長
は
市
川
市
総
合
教
育

会
議
で
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、

市
川
ク
オ
リ
テ
ィ

・

ロ

ゴ

ス

新
し
い
流
れ

松
永
　
鉄
兵

沢〔
総
括
質
問
者
〕

田
あ
き
ひ
と

に
し
む
た
勲

石〔
補
足
質
問
者
〕

原
よ
し
の
り

問　
柏
井
少
年
広
場
は
、
市
が

地
権
者
７
人
か
ら
無
償
で
土
地

を
借
り
る
契
約
を
締
結
し
、
約

43
年
間
、
主
に
少
年
野
球
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
地
権

者
か
ら
は
土
地
の
買
い
取
り
要

望
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

を
問
う
。
ま
た
、
同
広
場
周
辺

の
道
路
拡
幅
等
を
行
え
ば
、
当

該
土
地
の
価
値
は
高
ま
る
と
考

え
る
。
今
後
、
契
約
を
終
了
し

た
際
に
は
、
当
該
土
地
の
価
値

を
高
め
た
上
で
返
却
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、

３
年
ご
と
に
使
用
貸
借
契
約
を

更
新
し
て
き
て
お
り
、
現
在
は

令
和
９
年
度
末
ま
で
の
契
約
を

締
結
す
る
方
向
で
地
権
者
と
協

議
し
て
い
る
。
地
権
者
か
ら
買

い
取
り
要
望
は
あ
る
が
、
同
広

場
の
あ
る
地
区
に
お
い
て
公
園

や
道
路
等
の
整
備
計
画
が
な
い

こ
と
か
ら
、
要
望
に
応
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
当
該
土
地
を
返

却
す
る
場
合
は
、
土
地
上
の
物

件
を
撤
去
し
た
上
で
整
地
し
て

返
却
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

契
約
当
初
の
土
地
の
状
態
等
に

関
す
る
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、

地
権
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
柏
井
町
の
都
市
計
画
道
路

３
・
３
・
９
号
柏
井
大
町
線
の

整
備
計
画
は
、
地
域
住
民
に
と

っ
て
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
考

え
る
。
当
該
道
路
の
計
画
予
定

地
の
う
ち
、
事
業
認
可
さ
れ
て

い
な
い
区
間
の
計
画
地
で
は
、

県
が
土
地
を
取
得
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
が

土
地
を
取
得
し
、
宅
地
開
発
を

進
め
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
市
が
宅
地
開
発
を
許
可

す
る
場
合
の
考
え
方
を
問
う
。

答　
事
業
認
可
さ
れ
た
区
間
内

の
場
合
、
事
業
遂
行
の
妨
げ
と

な
る
開
発
行
為
は
制
限
さ
れ
る

が
、
事
業
認
可
さ
れ
て
い
な
い

区
間
の
場
合
、
開
発
行
為
の
設

計
が
基
準
に
適
合
し
て
い
れ
ば

許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

県
に
対
し
、
事
業
認
可
さ
れ
て

い
な
い
区
間
に
つ
い
て
、
早
期

の
事
業
化
を
要
望
し
て
い
く
。

問　
Ｊ
Ｒ
市
川
大
野
駅
前
の
市

道
０
１
２
８
号
は
、
地
域
の
住

民
や
学
生
な
ど
に
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
歩
道
が
非
常
に

狭
い
。
そ
こ
で
、
本
市
が
進
め

て
い
る
当
該
市
道
の
道
路
拡
幅

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
当
該
市
道
は
、
路
線
バ
ス

も
運
行
し
て
い
る
幅
員
８
ｍ
の

幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
道
路
の

片
側
に
し
か
歩
道
が
な
く
、
幅

員
も
１
・
５
ｍ
と
狭
い
た
め
、

歩
行
者
の
す
れ
違
い
や
車
い
す

利
用
者
の
円
滑
な
通
行
に
支
障

を
来
し
て
い
る
区
間
が
あ
る
。

本
事
業
は
、
そ
の
区
間
に
つ
い

て
道
路
幅
員
を
18
ｍ
に
拡
幅
し
、

道
路
両
側
に
４
ｍ
の
歩
道
を
設

置
す
る
ほ
か
、
無
電
柱
化
を
進

め
る
も
の
で
あ
り
、
令
和
４
年

度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
予
備

設
計
や
住
民
説
明
会
を
行
い
、

現
在
は
、
用
地
買
収
の
た
め
の

権
利
者
調
査
を
進
め
て
い
る
。

創
生
市
川
・
自
民
党
第
１

稲
葉
　
健
二

つ
か
こ
し
た
か
の
り

石
原
た
か
ゆ
き

石
原
み
さ
子

小
泉
　
文
人

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
武
央

岩
井
　
清
郎

柏
井
少
年
広
場

の

土

地

都
市
計
画
道
路

３
・
３
・
９
号

Ｊ
Ｒ
市
川
大
野
駅
前

の
歩
道
拡
幅

主に少年野球場として使用されている柏井少年広場

市川市総合教育会議フリースクールなど学校以外の居場所の提供を

れ
い
わ
・
無
所
属
・
共
生
の
会

門
田
　
直
人

と〔
総
括
質
問
者
〕

く
た
け
純
平

増
田
　
好
秀

問　
教
育
機
会
確
保
法
で
は
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
及
び
そ
の

保
護
者
に
対
し
、
必
要
な
情
報

の
提
供
や
、
そ
の
他
の
支
援
等

を
行
う
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
と
し
て
い
る
。
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
等
の
居
場
所
の
情
報

提
供
の
現
状
及
び
子
ど
も
の
自

殺
が
増
え
る
と
さ
れ
る
長
期
休

暇
明
け
前
等
に
、
学
校
以
外
の

居
場
所
や
相
談
先
の
情
報
を
保

護
者
メ
ー
ル
等
で
共
有
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

ま
た
、
大
洲
中
学
校
夜
間
学
級

を
多
様
な
学
び
の
選
択
肢
と
位

置
付
け
、
不
登
校
の
中
学
生
が

利
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
教
育
委
員
会
は
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
含
む
児
童
生
徒
の

学
校
外
で
の
居
場
所
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
「
千
葉
県
版
児
童
生

徒
・
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ

ド
」
を
各
校
に
配
付
し
て
お
り
、

学
校
に
よ
っ
て
は
夏
休
み
前
に

本
ガ
イ
ド
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
し
て
い
る
。
今
後
、
保
護

者
メ
ー
ル
等
へ
の
添
付
も
含
め
、

情
報
発
信
の
方
法
を
各
校
に
提

示
し
て
い
く
。
夜
間
学
級
に
つ

い
て
は
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
や
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
ふ
れ

ん
ど
市
川
の
活
用
を
進
め
る
と

共
に
、
そ
の
活
用
状
況
を
踏
ま

え
、
中
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

多
様
な
学
び

の

充

実


